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1.Cut.8Sとcu2Seのマキシマムエントロピー法による構造解析

山 本 - 樹

反沓石型の銅カルコゲナイドCul.8Sとcu2Seの高温相と室温相の平均構造と､cul.8Sの変調構造を

単結晶X線回折により解析した｡平均構造には主反射を使い､変調構造は主反射と1次2次衛星反

射を使いマキシマムエントロピー法により構造を求めた｡マキシマムエントロピー法は､モデルを仮

定せず､つまり､観測データを先入観なしで処理する｡ また､求めるのは電子密度分布そのものであ

る｡ この方法は､電子密度分布が低密度まで明確であり､データに含まれる電子密度分布に関する情

報を取り出すのに有利である｡

平均構造は､結晶系にcubicをとり､空間郡Fm3m を仮定した｡カルコゲン原子は面心立法格子を

作 り､cu原子はそのtetrahedral位置とtrigonal位置を占有している｡Cu2Seの高温相はOctahedral

位置を大きく占有される｡ また高温相は超イオン伝導相であるのでこの位置を経由してCu原子は拡

散する｡一方cul.8Sは高温相と室温相ともにOctahedral位置は占有されず､(Oof)､(OEE)位置
が占有される｡両相聞に大きな差は見られず､室温相は高温相がそのまま秩序化したものと考えられ

る｡イオン拡散は､その位置を経由して行なわれる｡

Cul.8Sの変調構造はcubicの<111>方向-の変調であり､そこで､結晶系に<111>方向を同一と

するrhombohedralをとり､空間郡 R3m を仮定した｡この構造は各位置でのCu原子の占有率の変調

が原因であり､単位胞中の2カ所のtetrahedral位置の一方がかなり強く他方がある程度占有される

領域から､両方弱い領域を通して､逆が強くなる領域へと移っていく｡ またCu原子は基本格子がず

れた格子を作り､これがCu原子の薄い領域で不連続となるドメイン構造をもつ｡

2.銅酸化物高温超伝導体の準粒子状態とその性質

西 川 泰一郎

銅酸化物高温超伝導体の超伝導機構の解明の手がかりとして､現在この物質が示す正常状態での多

くの異常な性質を理解する努力が行われている｡ 特に､ホール係数は通常の場合と異なり､温度依存

性を示し､ドーピングに対して､正孔及び電子ドープ超伝導体共に､極めて特徴のある依存性を示す
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